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　今
回
は
、こ
れ
ま
で
調
査
さ
れ
て
い
な
い
未
知
の
城
跡
を
２
ヶ
所
紹
介
し
ま
す
。市

も
そ
の
所
在
を
認
知
し
て
い
な
か
っ
た
城
跡
で
、地
元
の
方
か
ら
の
情
報
で
初
め
て

調
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。な
お「
茶
臼
ノ
城
」に
つ
い
て
は
、地
元
で
の
呼
称
に

依
拠
し
ま
し
た
。未
確
認
の
お
城
情
報
は
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　
　
安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      

　
　
　
　
学
芸
員
　
秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
五
十
一
回

編
集
後
記

「
暑
い
夏
　
爽
や
か
な
風
　
熱
い
舞
」

　
神
楽
甲
子
園
を
五
七
五
で
表
せ
ば
こ

の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
高
校
生
た
ち
の

ひ
た
む
き
に
全
力
で
取
り
組
む
姿
と
、

そ
れ
を
応
援
す
る
会
場
の
観
客
の
皆
さ

ん
と
の
一
体
感
。
何
度
も
ぐ
っ
と
く
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
民
泊
の
様
子
も
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
心
の
こ
も
っ
た
料
理
や
、
高
校
生
た

ち
と
の
楽
し
そ
う
な
ふ
れ
あ
い
。
私
に

ま
で
「
食
べ
ん
さ
い
。
食
べ
ん
さ
い
。」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
だ
け

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
後

ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
他
の
交
流
会

場
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（
浮
田
）

　
神
楽
甲
子
園
、
暑
い
夏
の
二
日
間
。

暑
さ
と
緊
張
感
に
挑
む
高
校
生
。
こ
の

姿
に
応
援
の
拍
手
を
送
る
観
客
。
こ
れ

に
応
え
よ
う
と
す
る
高
校
生
。
み
ん
な

で
作
り
上
げ
た
大
会
で
し
た
。（

森
本
）

　
市
内
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
で

安
芸
高
田
市
を
応
援
す
る
皆
様
に
も
市

の
旬
な
情
報
を
伝
え
る
「
広
報
あ
き
た

か
た
」
。
ふ
る
さ
と
を
少
し
で
も
近
く

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
報
紙

作
り
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
、
と
思
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
田
村
）

今
月
の
表
紙
▼

　
成
人
式
に
出
席
し
た
新
成
人
の
皆
さ

ん
。
今
年
は
３
３
５
名
の
方
が
成
人
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

立
地
：
５
０
０
ｍ
離
れ
た
両
城
は
、横
田
の
中
心
部
か
ら
中
国
道
を
越
え
た
さ
ら
に
南
側
の
山
上
に

あ
り
ま
す
。両
城
か
ら
は
約
1.5
㎞
北
に
あ
る
松
尾
城
が
よ
く
見
え
ま
す
。東
光
寺
城
は
山
麓
に

あ
っ
た
東
光
寺
に
由
来
し
ま
す
が
、江
戸
時
代
後
期
の
絵
図
で
は
既
に
廃
寺
と
な
っ
て
い
ま

す
。茶
臼
ノ
城
は
山
麓
に
溜
池
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
江
戸
後
期
か
ら
存
在
し
て
い
ま
す
。

歴
史
：
大
正
期
の『
高
田
郡
誌
』に
東
光
寺
城
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
は
、尼
子
氏
が
毛
利
氏
を

攻
め
る
時
に
一
時
こ
こ
に
陣
を
置
い
た
と
あ
り
ま
す
。し
か
し
、天
文
19（
１
５
４
０
）年
の
郡

山
合
戦
時
に
尼
子
軍
が
横
田
に
い
た
記
録
は
な
く
、事
実
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。茶
臼
ノ
城

に
関
し
て
は
、記
録
も
地
元
伝
承
も
一
切
不
明
で
す
。横
田
地
域
は
15
世
紀
後
半
か
ら
16
世
紀

初
頭
に
か
け
て
高
橋
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
松
尾
城
が
あ
り
、後
に
毛
利
氏
の
勢
力
下
と
な
り

ま
す
が
、細
か
な
歴
史
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

城
跡
：
と
も
に
北
を
向
い
た
同
規
模
の
城
跡
で
す
。郭
Ａ
や
Ｂ
を
中
心
に
、小
さ
な
郭
を
数
段
築
き
、

南
側
の
背
後
を
切
り
落
と
し
て
堀
切
状
に
し
た
構
造
は
似
て
い
ま
す
。小
規
模
で
防
御
施
設

と
し
て
は
単
純
な
構
造
で
あ
る
た
め
、ど
ち
ら
も
少
数
の
軍
勢
が
臨
時
的
に
利
用
し
た
城
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

考
察
：
横
田
で
確
実
に
文
献
に
登
場
す
る
合
戦
は
、享
禄
３（
１
５
３
０
）年
、毛
利
元
就
と
和
智
氏
に

よ
る
松
尾
城
攻
め
で
す（
年
代
は
秋
山
伸
隆
説
）。今
回
の
両
城
は
明
ら
か
に
松
尾
城
を
向
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、篝
ヶ
城（
第
35
回
）同
様
こ
の
合
戦
の
際
の
毛
利
氏
・
和
智
氏
方
の
陣
城

や
見
張
り
の
城
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

じ
ょ
う

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

東
光
寺
城
・
茶
臼
ノ
城

と
う

こ
う

じ

ち
ゃ

う
す

じ
ょ
う

《
美
土
里
町
横
田
》

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】①
東
光
寺
城
②
茶
臼
ノ
城

標
高
／
①
４
２
０
ｍ

　②
４
６
０
ｍ

比
高
／
①
１
２
０
ｍ
②
１
６
０
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

　城
主
／
不
明

所
要
時
間
／
と
も
に
中
国
道
脇
か
ら
20
分

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

お
　ば
ら

ま
さ
は
る

く
ら
の
じ
ょ
う

(上)東光寺城略測図
(下)茶臼ノ城略測図（作図　秋本哲治）

東光寺城・茶臼ノ城遠望（北側より撮影）

周辺位置図
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

全
国
知
事
会
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
に
思
う

　

7
月
15
日
（
火
）
佐
賀
県
に
て
開
催
さ
れ
た

全
国
知
事
会
で
、
先
般
5
月
に
日
本
創
成
会
議

（
座
長　

増
田
寛
也
元
総
務
大
臣
）
か
ら
発
表

さ
れ
た
、
将
来
の
日
本
の
人
口
減
少
の
試
算
を

重
く
受
け
止
め
、
知
事
会
と
し
て
人
口
減
少
の

危
機
感
を
共
有
し
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」

を
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
創
成
会
議
で
は
、
人
口
減
少
の
要
因
と

し
て
、
若
年
女
性
（
20
歳
～
39
歳
）
の
減
少
と

都
市
圏
へ
の
若
者
の
流
出
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
で
働
き
・
学
び
・
暮
ら

す
場
を
い
か
に
形
成
す
る
か
、
政
府
・
自
治
体

の
役
割
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
創

成
会
議
の
試
算
は
、
26
年
後
の
２
０
４
０
年
に

は
、
現
在
１
、
７
９
７
の
自
治
体
の
う
ち
８
９

６
程
度
の
自
治
体
で
若
年
女
性
の
人
口
が
半
減

し
、
将
来
的
に
自
治
体
が
消
滅
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
も
の
で
し
た
。

広
島
県
の
湯
﨑
知
事
も
知
事
会
に
お
い
て
、
首

都
圏
一
極
集
中
に
対
し
て
は
課
題
が
多
く
あ

り
、
人
口
分
散
を
も
含
ん
だ
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
と
力
強
い
発
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

 

安
芸
高
田
市
の
状
況
は
、
日
本
創
成
会
議
の

試
算
に
よ
れ
ば
、
人
口
移
動
が
収
束
し
な
い
と

仮
定
す
れ
ば
、
２
０
１
０
年
に
20
歳
～
39
歳
ま

で
の
若
年
女
性
の
人
数
は
２
、
６
４
３
人
で
し

た
が
、
30
年
後
の
２
０
４
０
年
に
は
１
、
２
２

４
人
に
な
る
、
と
非
常
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
の
市
町
で
も
同
様
に
、
三
次
市
５
、
２

４
９
人
が
２
、
６
７
６
人
、
庄
原
市
２
、
９
６

０
人
が
１
、
３
１
９
人
、
江
田
島
市
２
、
０
７

８
人
が
６
６
２
人
、
安
芸
太
田
町
４
０
８
人
が

１
１
５
人
、
北
広
島
町
１
、
５
３
１
人
が
７
３

４
人
と
、
い
ず
れ
も
若
年
女
性
は
減
少
の
傾
向

に
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
30
年
後
の
本
市
を
含
む
中
山
間
地
域
の
集

落
の
維
持
は
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

安
芸
高
田
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
少
子

高
齢
化
対
策
を
必
須
の
課
題
と
と
ら
え
、
新
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
（
お
太
助
ワ
ゴ
ン
等
）、
定

住
住
宅
施
策
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
、
婚
活
推

進
事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
等
の
事
業
を
推
進

し
、
一
定
程
度
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今

後
、
高
齢
化
が
深
刻
化
す
る
安
芸
高
田
市
に
お

い
て
は
、
こ
の
度
の
知
事
会
の｢

少
子
化
非
常

事
態
宣
言
」
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
長
期
的
な

視
野
を
見
据
え
た
、
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
て

行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
幸
い
、
安
芸

高
田
市
は
広
島
都
市
圏
に
近
く
、
市
内
を
芸
備

線
、
中
国
縦
貫
道
、
国
道
54
号
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
貫
通
し
て
お
り
、
更
に
は
広
島
空
港
へ
の
ア

ク
セ
ス
と
し
て
東
広
島
高
田
道
路
の
計
画
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
広
大
な
農
地
・

山
林
や
空
き
家
・
耕
作
放
棄
地
等
を
有
効
活
用

し
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
日
本
人
に
よ
る
安
芸

高
田
市
の
就
労
人
口
が
激
減
し
ま
す
。
医
療
・

介
護
・
商
工
業
に
従
事
す
る
優
秀
な
人
材
が
都

会
・
大
企
業
に
流
出
す
る
傾
向
に
あ
り
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
の
回
復
に
よ
り
こ
の
傾

向
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
６
年
前
か
ら

女
性
の
社
会
進
出
を
促
す
男
女
共
同
参
画
社
会

の
構
築
や
優
秀
な
外
国
人
の
受
け
入
れ
が
可
能

と
な
る
多
文
化
共
生
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、

今
後
更
に
対
策
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
将
来
に
向
か
っ
て

安
芸
高
田
市
が
消
滅
し
な
い
よ
う
、
安
芸
高
田

市
の
存
続
を
か
け
、
徹
底
し
た
事
業
の
見
直
し

を
行
い
、
市
民
の
皆
様
と
真
剣
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成26年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

65件

0人

104人

82件

3人

96人

－17件

－3人

＋8人

死 者 数

負傷者数

H26.7末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○高齢者の交通事故防止
　県下的に高齢者の交通死亡事故が増加しています。当所管内に
おいては、幸いに死亡事故は発生しておりませんが、次のことに
注意をして、交通事故防止に努めましょう。
●歩行者
※近くに歩道がある場合は、必ず横断歩道を渡る。
※慣れた道でも油断することなく、確実に左右の安全を確かめる。
※遠くでも、車が見えたら、車が通り過ぎるのを待って横断する。
※夜間は、車から歩行車が見えにくくなります。反射材・ＬＥＤ

ライトを活用し、自らの存在を相手に知らせましょう。
●運転者
※速度は、控えめにする。
※夜間、対向車がいないときはライトを上向きにする。
※閑散な道路でも注意力をもって運転する。

～　反 射 材 の 活 用 を　～

78

○管内の交通事故の特徴
※7月中の交通事故の特徴
　・追突・出会い頭・単独事故
　・発生件数は減少しているも、負傷者が増加
　法令遵守と道路状況に応じた適正速度・車間距離の保
持・交差点等における確実な安全確認をお願いします。

　パンフレットを送り付けると同時に、電話でいろいろな勧誘をする詐欺が
多発しています。
　相手は「名義を貸してほしい」と言ってきますが、名義貸しは法律違反です。
　また、「レターパックで送ってほしい」と言ってきますが、現金書留以外
で現金を送ることは法律違反です。
　相手の言いなりになってはいけません。
　お金が儲かる、謝礼を払うなどというおいしい話はありません。

電話があっても、すぐ切って誰かに相談しましょう！

電話勧誘にだまされないで！

「
良
い
人
も
悪
い
人
も
い
る
」は
大
切
で
す
！

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、
試
合
終
了
後
、
ゴ

ミ
を
拾
う
日
本
の
人
た
ち
が
ニ
ュ
ー
ス
に

な
り
ま
し
た
。
私
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た

し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
さ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実

際
、
ポ
イ
捨
て
す
る
日
本
人
が
い
る
こ
と

も
、
み
な
さ
ん
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
日

本
人
が
礼
儀
正
し
い
と
言
っ
て
も
、
そ
う

で
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
も
事
実

で
す
。
た
だ
、
褒
め
ら
れ
る
と
人
間
悪
い

気
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
逆
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
ノ

ー
と
言
え
な
い
日
本
人
」
と
い
う
こ
と
が

昔
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
う
だ
と
思
い
つ
つ
、

み
ん
な
が
そ
う
と
は
限
ら
な
い
と
思
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
他
、「
日

本
人
は
英
語
が
苦
手
だ
」「
日
本
人
は
縮

み
志
向
で
内
向
き
だ
」
等
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
違
う
人
も
い
る
と
言
い
た
く
な
り
ま

す
。
こ
う
考
え
る
と
、
民
族
を
ま
と
め
て

語
る
こ
と
が
い
い
加
減
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
結
局
、
よ
く
言
わ
れ
る
、

「
ど
の
国
に
も
良
い
人
も
悪
い
人
も
い
る
」

と
な
る
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
人
は
つ
い
つ
い
「
中
国
人
は

○
○
だ
」
と
か
「
日
本
人
は
○
○
だ
」
と

語
っ
て
し
ま
い
ま
す
。な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

実
は
人
間
に
は
「
自
分
た
ち
は
複
雑
に
、

相
手
は
単
純
化
す
る
」傾
向
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
他
人
か
ら
「
日
本
人
は
○
○

だ
」
と
言
わ
れ
る
と
、「
そ
う
で
は
な
い

人
も
い
る
（
も
っ
と
複
雑
だ
）」
と
思
い
、

逆
に
他
人
は
単
純
化
し
、
そ
れ
で
「
わ
か

っ
た
」
つ
も
り
に
な
り
ま
す
。「
韓
国
人

も
様
々
だ
」
と
い
っ
て
も
何
も
理
解
し
た

気
分
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
大
事
な
こ
と
は
、「
ま
と
め
な
い
」

こ
と
で
す
。
日
本
人
も
外
国
の
人
も
人
に

よ
っ
て
違
う
。
そ
の
単
純
な
真
実
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
「
顔
が
見

え
て
く
る
関
係
」
が
生
ま
れ
て
く
る
と
私

は
思
い
ま
す
。

 

（
文
：
県
立
広
島
大
学

�

上
水
流 

久
彦 

講
師

イ
ラ
ス
ト
：

ロ
ナ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト 

准
教
授
）

違
う
文
化
か
ら
日
本
を
考
え
る

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課　

☎
４
２

－

５
６
３
０
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　

安
芸
高
田
市
の
国
民
健
康
保

険
証
（
安
芸
高
田
市
国
保
）
で

医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
時
、

次
の
場
合
は
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

①
お
勤
め
先
又
は
家
族
の
社
会

保
険
へ
変
更
し
て
い
る

②
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
て
い

る

　

誤
っ
て
安
芸
高
田
市
国
保
で

受
診
さ
れ
た
場
合
は
不
当
利
得

と
な
り
、
国
保
が
医
療
機
関
等

に
支
払
っ
た
医
療
給
付
費
（
７

割
か
ら
９
割
）
は
返
還
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
返
還
後
の
医
療
給
付

費
は
受
診
時
に
加
入
さ
れ
て
い

た
社
会
保
険
等
に
請
求
し
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
国
保
へ
の
返
還
方
法

　

返
還
を
し
て
い
た
だ
く
方
に

は
、
安
芸
高
田
市
か
ら
返
還
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
と
納
付
書

が
届
き
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
書
に
記

載
さ
れ
た
金
融
機
関
、
安
芸
高

田
市
各
支
所
又
は
本
庁
で
お
支

払
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
険
等
へ
の
請
求
方
法

　

返
還
金
を
納
付
さ
れ
た
後
に

安
芸
高
田
市
か
ら
「
診
療
報
酬

明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）」
を
交

付
し
ま
す
。

　

診
療
報
酬
明
細
書
と
返
還
金

の
領
収
書
（
原
本
）
を
用
意
し

て
受
診
時
に
加
入
さ
れ
て
い
た

社
会
保
険
等
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
保
険
証
は
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う

　

社
会
保
険
等
加
入
手
続
き
中

等
で
新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ

れ
る
ま
で
に
医
療
機
関
等
を
受

診
さ
れ
る
時
は
、
勤
務
先
の
担

当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
が
変
更
に
な
っ

た
こ
と
を
受
診
さ
れ
る
医
療
機

関
等
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
等
に
加
入
さ
れ
ま

し
た
ら
、
次
の
も
の
を
そ
ろ
え

て
お
早
め
に
国
民
健
康
保
険
の

資
格
喪
失
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
証

②
新
た
に
加
入
さ
れ
た
社
会
保

険
の
保
険
証

③
認
印

　

喪
失
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と

国
民
健
康
保
険
税
も
課
税
さ
れ

た
ま
ま
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
喪
失
後
受
診
に
つ
い
て

�
保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 28,120 25,020 7

退職本人 23,888 26,639 17

退職扶養 26,073 22,379 6

全被保険者 27,702 25,054 7

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成26年5月診療分
１人当り医療費（単位：円）

食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

　生活習慣病は日常の生活のあり方と深く関係
しています。
　普段からの運動習慣や食生活などに気をつけ、
健康寿命をのばそうというのが目標です。今月
は特に運動や食生活に気をつけてみましょう。

長いものトマトドレッシング

（ ひとり分　エネルギー：１８２kcal、塩分：０.２g）

９月は食生活普及運動月間です!!

（作り方）

①トマトは湯むきし、種を取り除き１ｃｍ
角切りにし、混ぜ合わせた合わせ酢
に浸す。

②長いもとアボカドは、１ｃｍの角に切る。
③器に長いもとアボカドを盛り合わせ、

①をかける。
安芸高田市食生活改善推進協議会

向 原 支 部

（材料　４人分）
トマト …………………１個
長いも ………………２００ｇ
アボカド ………………１個

（合わせ酢）
酢 …………………大さじ２
砂糖 ………………小さじ２
めんつゆ …………大さじ１

（ストレート）

私たちが紹介します 断酒会
広島断酒会ふたば会　中田克宣
090-4802-1865

※詳しい内容はお問い合せください。
　９月１２日（金）　19:00～21:00
　　９月２２日（月）　19:00～21:00
　　９月２８日（日）　13:30～15:30
　吉田人権会館ハートプラザよしだ
　９月５日（金）　18:30～20:30　
　ふれあいプラザ向原

移動献血のお知らせ�
� （400mL献血）
・ 　９月１０日（水）
　　　　安芸高田市民文化センター

　　　　　　　　　　１０：００～１１：3０
　　　　　　　　　　１２：3０～１5：3０
　　　　　　　　　　９月１２日（金）
　　　　　　　　　　八千代病院
　　　　　　　　　　１3：００～１5：3０

　１日に必要とされる野菜の摂取量は35０gと言われてます。これは日
本人の平均摂取量にもう１皿加えた量に相当します。「毎日プラス１皿」
を意識して美味しく野菜を摂ることで、理想的な食生活に近づきます。

ドレッシングがさっぱり！

今月の食材　
長いも

【
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
】

健
康
あ
れ
こ
れ

【
お
問
い
合
わ
せ
】

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

�

☎
４
２

－

５
６
３
３

吉
田
温
水
プ
ー
ル
健
康
教
室　

第
３
期
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

体
力
維
持
や
生
活
改
善
に
、
年
中
快
適
な
吉
田
温
水
プ
ー
ル
で
楽
し
く
水
中
運
動
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
水
に
入
る
の
が
苦
手
な
方
、
初
め
て
プ
ー
ル
に
入
ら
れ
る
方
、
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

コ 

ー 

ス　

10
月
～
12
月
（
全
12
回
開
催
）

　
　
　
　
　

①
火
曜
朝
の
部
（
10
月
7
日
～
12
月
23
日
）　

10
：
00
～
11
：
00

　
　
　
　
　

②
金
曜
昼
の
部
（
10
月
3
日
～
12
月
19
日
）　

13
：
00
～
14
：
00

　
　
　
　
　

③
金
曜
夜
の
部
（
10
月
3
日
～
12
月
19
日
）　

19
：
00
～
20
：
00

　
　
　
　
　

④
障
が
い
者
の
部
（
10
月
7
日
～
12
月
23
日
毎
週
火
曜)　
14
：
00
～
15
：
00

対　
　

象　

安
芸
高
田
市
民　

定
員
各
45
名

　
　
　
　
　

※
障
が
い
者
の
部
は
30
名
定
員

参 

加 

費　

３
、６
０
０
円
（
施
設
使
用
料
４
０
０
円
は
別
料
金
）

　
　
　
　
　

※
障
が
い
者
の
部
１
、８
０
０
円
（
施
設
使
用
料
免
除
）

送　
　

迎　

有
り(

金
曜
夜
の
部
以
外)

　

詳
し
く
は
安
芸
高
田
市
吉
田
温
水
プ
ー
ル
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

(

☎
４
７

－

１
２
１
０)

　

健
康
あ
き
た
か
た
21
の
推
進
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
「
健
康
診
査
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

健
診
を
受
け
よ
う
！�　

健
診
結
果
か
ら
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
!!

で
す
。

　

今
年
度
も
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
総
合
健
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

健
診
受
診
後
約
１
か
月
く
ら
い
で
、
健
診
結
果
を
個
人
宛
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
要
精
密
検
査
と
な
ら
れ
た
方
、

ま
た
異
常
な
し
や
経
過
観
察
で
も
血
糖
値
な
ど
が
年
々
増
加
し
て
き
て
い
る
、
あ
る
い
は
腎
臓
の
機
能
を
示
す
値
な
ど

が
減
少
し
て
き
て
い
る
方
も
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
せ
っ
か
く
受
け
ら
れ
た
健
診
で
す
の
で
、
ご
自

身
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

〈
が
ん
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
情
報
〉

　
「
が
ん
」
は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
完
治
で
き
る
も
の
も
あ
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
中
で
も
大
腸

が
ん
は
、
女
性
の
が
ん
死
亡
原
因
の
第
１
位
で
男
性
で
も
肺
が
ん
、
胃
が
ん
に
次
い
で
第
３
位
で
す
。
し
か
し
、
早
期

に
発
見
・
治
療
す
れ
ば
、
治
療
し
て
か
ら
５
年
後
の
生
存
率
は
、
95
％
で
す
。
進
行
し
て
「
が
ん
」
が
腹
膜
、
肝
臓
、

肺
な
ど
に
遠
隔
転
移
し
た
後
に
発
見
・
治
療
し
た
場
合
に
は
生
存
率
が
約
10
％
と
な
り
、
完
治
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

今
日
本
で
は
、
２
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
に
な
り
、
３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
安
芸
高
田

市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
に
１
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
か
ら
７
月
に
行
っ
た
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、
ま
た
は
今
年
度
人
間
ド
ッ
ク
を
お
申
し
込
み
で
な

い
方
は
、
次
の
と
お
り
が
ん
検
診
の
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
健
康
あ
き
た
か
た
21
】

「
み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち
」

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

秋のがん検診
日　　時：平成26年10月31日（金）
　　　　　　　　　11月１日（土）
　　　　　受付時間８：30～10：00
場　　所：安芸高田市民文化センター
　　　　　クリスタルアージョ
　　　　　２階大ホール
項　　目：肺がん検診、胃がん検診、大腸

がん検診
　　　　　子宮頸がん検診、乳がん検診
　　　　　前立腺がん検診
申込方法：電話、ファクシミリ、電子申請

で受付けます。
　　　　　保健医療課及び各支所でもお申

し込みができます。
申込期限：平成26年９月１日～９月30日

≪お問い合わせ先≫
安芸高田市保健医療課
☎４２－５６３３

毎日、プラス1皿野 菜 で 健 康 生 活
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。�
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置い
ていますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
おしゃべりをして、ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■人数や季節等により時間が前後する場合がありますので

ご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを

連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。

子育て支援センター（ 47-1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15

子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
９月11日（木） 

10：15～10：30　受付 
10：30～11：00　活動

クリスタルアージョ　１階 
プレイルーム
（吉田町）

親 子 交 流 会 
＊対象年齢
　０歳児

９月18日（木） 
10：15～10：30　受付 
10：30～11：00　活動

クリスタルアージョ　１階 
プレイルーム
（吉田町）

親 子 交 流 会 
＊対象年齢
　１歳児

９月25日（木） 
10：15～10：30　受付 
10：30～11：15　活動

吉田運動公園 
エアロビクス室 

（吉田町）

親 子 体 操 
＊対象年齢
　２～４歳児

月日・受付時間 対　　象 会　場
９月４日（木）
13：00～13：15

３歳児健康診査
・H23年3月生まれ

ふれあいセンター
こうだ

９月11日（木）
13：00～13：15

１歳６か月児健康診査
・H25年2月生まれ

ふれあいセンター
こうだ

９月18日（木）
13：00～13：15

乳児健康診査
・H25年11月生まれ

ふれあいセンター
こうだ

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。

※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医

療課（ 42－5633）までご連絡ください。

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

育児相談・４か月児相談・２歳６か月児相談・おっぱい相談

月日 受付
時間

主　な
対象町 会場 相談内容 お　知　ら　せ

９
月
12
日
（
金
）

10:00

～

11:30
吉 田 町

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

●育児相談
●４か月児

相談
●２歳６か

月児相談

※4か月児相談、2歳6か月児相談の
対象児には個人通知します。

【対象】4か月児相談は平成26年５月
生まれ。

　2歳6か月児相談は平成24年３月
生まれ。

※内容：身体計測・食生活・歯・育児
全般における相談

※現在使用している歯ブラシをご持参
ください。

※午後の相談会では、『おっぱい相談』
も行います。希望の方は、事前に
保健医療課へお申込みください。

（ 42－5633）

13:00

～

14:30

吉 田 町
美土里町
高 宮 町

９
月
26
日
（
金
）

10:00

～

11:30
甲 田 町

13:00

～

14:30

向 原 町
八千代町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられま
す。事前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

第4回高校生の神楽甲子園が開催された神楽門前湯治村で、
舞を披露する男の子（7月27日（日）撮影）

　絵本は、子どもたちにとって、文
字や言葉の発達を促すだけでなく、
心の成長・発達のために欠かせない
存在だと言われています。「絵本

は心の栄養」と言われるのはそのためです。
そこで、今回は、絵本がもたらす心の栄養
について考えてみましょう。
　絵本は、
　“わくわくする”“どきどきする”“おもしろいなあ”“た
のしいなあ”など豊かな感情を育てます。読む絵本の数
ほど、感情体験ができます。

「絵本」の3つの要素
　①「絵」は見る力やイメージをふくらます力
　②「文」は聞く力やイメージをふくらます力
　③「ページをめくる」は期待感をそだてる
　絵本はすばらしい絵と豊かなことばの宝庫です。

大好きな大人が自分のために読んでくれる！
から何よりも楽しいのですね。
　絵本の世界を大人と共有できる子どもは、絵本の楽し
さと一緒に、大人からの愛情も受け取っていることで
しょう。

絵本を選ぶポイント
～１・２歳の子ども達にとって～

・リズム感のある言葉がでてくるもの
・繰り返しのなかでお話が展開するもの
・子どもに身近なお話、生活の一部がでてくる絵本など

で子どもに親しみやすいもの

絵本は心の栄養4番目の食事

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
９月２日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

９月２日（火） 
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

９月３日（水） 
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

９月５日（金） 
10：00～11：30 吉田幼稚園 お た の し み 会

９月９日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

９月９日（火） 
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

９月10日（水） 
 9：45～11：00 甲立保育所 園 庭 開 放

９月10日（水） 
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
９月11日（木） 
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

９月11日（木） 
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

９月16日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

９月16日（火） 
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

９月18日（木） 
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

９月18日（木） 
10：00～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

９月24日（水） 
 9：30～11：30 入江保育園 園 庭 開 放

９月25日（木） 
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

９月30日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所

園 庭 開 放
ミ ニ ミ ニ 運 動 会

（＊事前申込必要
　9月19日締切）

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。

刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

９月17日（水）
クリスタル
ア ー ジ ョ
101

9月10日

～

9月16日

★小学就学まで
の乳幼児をも
つ保護者

歯ブラシ・
お茶・タオル・
エプロン・三角巾

※定員：15名（定員になりしだい申込みを終了します）
※託児があります（お願い：お子さんの昼食は各自で

ご持参下さい。）
※参加希望の方は、保健医療課（☎42-5633）へお

申し込みください。
受付時間は8：30 ～ 17：00、土日祝は除く
Email  ： genkiup@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「ビューティーアッ
プ教室申し込み」と入力し、本文に名前、町名、託
児の有無（有の方は託児の人数）を入力して下さい。（ ）

ビューティーアップ教室
★口元からアンチエイジング、
　　　食事でキレイになろう！★

　歯とお口から始めるアンチエイジング、口元から健
康力をあげてみませんか？お肌に栄養たっぷりクッキ
ングもあります。骨密度測定で骨年齢チェック！

ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

９月25日（木）
(10:00～12:00）

中央保健
センター

３階

第３回
 「赤ちゃんとの出会い、キ

ラキラ新生活☆」
★出産について♪
★赤ちゃんとの生活♪
　（沐浴・抱き方・おむつ

替えにチャレンジ）等

助産師

保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
 【持参する物】母子健康手帳・お茶等
 【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服
装でおいでください。

※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。
次回は１0月2１日（火）《マタニティーライフを楽しもう～マ
マの変化とベビーの成長、妊娠中の過ごし方等～》を予定し
ています。

※予約先：保健医療課　 42－5633

（ ）

【乳幼児健康教室】

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

９月19日（金）
中央保健
センター
３階

9月12日
～

9月18日

★生後５か月児
～１歳６か月
児とその家族

お茶・タオル

すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた
食べ方など分りやすく説明します。離乳食を作って試
食をします。

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（☎42-5633）へお

申し込みください。
受付時間は8：30～17：00、土日祝は除く
Email  ：  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食
教室申し込み」と入力して、本文にお子さんの名前、
月齢、町名、アレルギーの有無、きょうだい参加有
無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。
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市内各地から１0団体が出演
第６回あきたかた市民合唱祭

　７月13日（日）、高宮田園パラッツォで開催
され、会場には約300人が集まりました。最
初のアトラクションではゴスペルグループのＧ
ｒace4Ｕ（グレースフォーユー）が出演され、続
いて市内10団体が出演されました。どの団体
も日頃の練習の成果であるすばらしい歌声を披
露されました。会場のみなさんもこの美しい
ハーモニーに満足され、楽しまれているようで
した。最後は、出演者と会場の皆さん全員で“夏
の思い出”を合唱しフィナーレを飾りました。

夏の到来を感じるお祭り
第3１回一心祭り

　7月19日（土）、第31回一心祭りが吉田運動公園で開催されました。
　当日は吉田地区地域振興会の皆さんによるバザー出店や、生徒、児
童、各種芸能団体によるステージ発表があり、会場は多くのお客さん
で賑わいました。天候悪化のため武者絵巻が行われず、時間を早めて
の花火打ち上げとなりました。音楽に合わせての打ち上げが行われ、
子どもも大人も夏の夜空を彩る美しい花火を見上げていました。また、
盆踊りや一心節踊りも行われ、夏の思い出の一夜となりました。

毛利の武者行列！放たれた三本の火矢！
管絃祭

　吉田の管絃祭が７月26日（土）、特別に歩行者
天国になった吉田の稲田橋から胡子神社の間を会
場として行われました。可愛小学校５年生による
ヨサコイソーランの披露に続き、勇壮で豪華な毛
利の武者行列が行われました。神殿での神事のあ
と、毛利武者により三本の火矢が稲田橋から見事
に放たれました。日が落ちる頃にはさらに来場者
も増え、飲んだり食べたり祭りを楽しんでいまし
た。神楽殿では、高猿神楽団の奉納神楽も行われ、
観客のみなさんはとても満足そうでした。

安芸ひろしま武将隊も参列
毛利元就墓前祭

　7月16日（水）、毛利元就の遺徳を偲ぶため、毛
利元就墓前祭が毛利奉賛会主催のもと行われまし
た。
　山口県防府市にある毛利奉公会の毛

もう

利
り

 元
もと

敦
あつ

会長、
毛利博物館の田

た

中
なか

 誠
せい

二
じ

館長をはじめ、毎年多くの
人々が参列されますが、今年は安芸ひろしま武将隊
の毛利元就、毛利隆元、五龍姫が参列されました。
厳かな雰囲気の中来賓の皆さんが参拝され、墓前祭
の最後には、安芸ひろしま武将隊のみなさんと参列
者の皆さんで「百万一心」の掛け声をしました。

ますますの農業の発展のために
三市二郡指導農業士等合同研修会
　若手農家を育成する指導農業士の能力向上と、市町
の垣根を越えた農家の交流促進を図ることを目指し、
三市二郡指導農業士等合同研修会が安芸高田市で開催
されました。
　現地研修の後、基調講演として、㈱羽佐竹農場の松

まつ

川
かわ

 秀
ひで

巳
み

さん、JA広島北部クリーンカルチャーグルー
プ会長 廣

ひろ

政
まさ

 公
こう

一
いち

さんが、担い手育成や地域貢献活動
の取り組み、共に農業をする仲間の大切さなどを話さ
れました。その後、若手農業者の方と指導農業士によ
る意見交換会が行われ、貴重な交流の場となりました。

被爆ピアノが奏でる平和の願い
ひろしま被爆ピアノ平和コンサートin八千代

　８月１日（金）八千代文化施設フォルテにおいて、
ひろしま被爆ピアノ平和コンサートin八千代が八千
代町文化協会・安芸高田市教育委員会の主催、八千
代町原爆被害者友の会の後援で開催されました。
　第１部では全国で被爆ピアノ平和コンサートを
行っている矢

や

川
がわ

 光
みつ

則
のり

さんのお話、森
もり

須
す

 奏
かな

絵
え

さん、
大
おお

島
しま

 久
く

美
み

子
こ

さんの朗読、歌、ピアノ演奏があり、
第２部では、八千代中学校、唱歌ひばり、刈田・根
野小学校の合唱や、一般応募による6人と3組のピ
アノ演奏がありました。

今年の会場は「みらい」
きてみん祭土曜夜市
　きてみん祭土曜夜市は、熱気あふれる向原町の夏祭り
です。今年は、新築された向原生涯学習センターみらい
周辺が会場になりました。
　７月26日（土）、ステージは向原高校２年生女子のダン
スではじまり、こばと園や小・中学校の踊りや合唱、日之
原太鼓や丸山太鼓、横田神楽団の神楽が上演されました。
　みらい周辺では、祭りのもうひとつの楽しみ、バザー
が行われ、各振興会・各学校ＰＴＡなどのブースは大盛況。
久しぶりに顔を合わせた友人・知人も多いようで、とても
和やかな雰囲気でした。
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26

第
43
回
中
国
地
区
消
防
救
助�

技
術
指
導
会
に
出
場
!!

　

７
月
23
日
（
水
）
に
、
広
島
県
消
防

学
校
で
行
わ
れ
た
第
43
回
中
国
地
区
消

防
救
助
技
術
指
導
会
に
、
安
芸
高
田
市

消
防
本
部
か
ら
竹
下
亮
太
消
防
士
が

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
訓
練
の
部
（
往

復
40
メ
ー
ト
ル
の
水
平
に
張
ら
れ
た

ロ
ー
プ
を
、
往
路
は
上
に
跨
っ
て
、
復

路
は
下
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
渡
る
訓
練
）

に
備
北
・
芸
北
地
区
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。

　

結
果
は
21
秒
36（
基
準
タ
イ
ム
28
秒
）

の
記
録
を
残
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
全
国
大
会
出
場
は
逃
し
ま
し
た
。

　

来
年
の
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
こ

れ
か
ら
も
訓
練
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

防
災
準
備
で
き
て
ま
す
か
？

　

9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。

　

防
災
の
日
は
、
大
正
12
年
9
月
1
日

に
起
き
た
「
関
東
大
震
災
」
の
教
訓
を

忘
れ
な
い
と
い
う
意
味
と
、
こ
の
時
期

に
多
い
台
風
へ
の
心
構
え
の
意
味
も
含

め
て
昭
和
35
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
に
な
い
大
雨
で
、
昨
年

同
期
と
比
べ
る
と
地
域
に
よ
っ
て
差
が

あ
り
ま
す
が
5
～
10
倍
の
降
水
量
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
盤
は
多
く
の
水
分
を

含
ん
で
お
り
、
す
で
に
緩
ん
で
い
る
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
台
風

の
時
季
に
な
る
た
め
、
さ
ら
な
る
降
雨

が
予
想
さ
れ
、
想
定
外
の
規
模
の
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
豪
雨
や

台
風
で
被
害
の
出

な
か
っ
た
場
所
で

も
災
害
が
起
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
気
象
台

の
発
表
す
る
注
意

報
、
警
報
、
台
風
情
報
等
に
注
意
し
て
、

す
ぐ
に
避
難
で
き
る
よ
う
事
前
に
非
常

持
ち
出
し
品
の
準
備
や
避
難
場
所
の
確

認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

危
険
物
取
扱
者
試
験（

後
期）

の

ご
案
内

■
試
験
日

　

平
成
26
年
11
月
23
日
（
日
）

■
試
験
地
・
試
験
種
類

　

広
島
市
・
全
種

　

三
次
市
・
乙
種
、
丙
種

■
受
付
期
間

　

・
書
面
申
請
9
月
30
日
（
火
）

�

～
10
月
9
日
（
木
）

　

・
電
子
申
請
9
月
27
日
（
土
）

�

～
10
月
6
日
（
月
）

■
願
書
受
付
場
所

　
（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
広

島
県
支
部

※
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
（
財
）
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
願
書
配
布
場
所

　

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

救
急
の
日
及
び�

普
通
救
命
定
期
講
習
に
つ
い
て

　

毎
年
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で

す
。
ま
た
、
広
島
県
は
９
月
９
日
か
ら

の
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
知
識
と
理
解
を
深

め
、
そ
し
て
１
人
で
も
多
く
の
命
を
救

う
た
め
、
新
し
く
簡
単
に
な
っ
た
救
急

蘇
生
法
を
こ
の
機
会
に
身
に
つ
け
て
み

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

消
防
署
で
は
毎
月
第
３
日
曜
日
に
普

通
救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
受

講
者
が
少
数
の
場
合
も
開
催
致
し
ま
す

の
で
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、
安
芸
高

田
消
防
署　

警
防
課
救
急
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
２
６

－

４
２

－
０
９
３
１

救
命
率
向
上
の
た
め
救
急
車
の
適

正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

1件
（15件）

111件
（863件）

2件
（14件）

2件
（29件）

７月

2014　UCI　BMX　世界選手
権大会（女子エリートクラス）
広島県BMX協会
山
やま

野
の

本
もと

　悠
ゆう

里
り

（甲田中学校出身）

第49回全国道場少年剣道大会
（小学生団体の部）
高宮春風館（来原小学校、郷野小
学校）
上
うえ

野
の

　傑
たける

、田
た

中
なか

　陵
りょう

太
た

、
出
で

張
はり

　礼
れい

悟
ご

、桑
くわ

岡
おか

　孝
こう

輔
すけ

、
亀
かめ

井
い

　那
な

笑
え

、出
で

張
はり

　幸
こう

汰
た

、
清
し

水
みず

　叶
かな

都
と

第14回全日本少年少女空手道選
手権大会（小学１年男子組手）
甲田空手道
倉
くら

橋
はし

　大
たい

誠
せい

（小田東小学校）

第27回全国小学生ハンドボール
大会
男子
安芸高田ハンドボールクラブ（甲
立小学校、小田東小学校）
原
はら

田
だ

　晋
しん

平
ぺい

、首
しゅ

藤
とう

　岳
がく

飛
と

、
首
しゅ

藤
とう

　颯
そう

汰
た

、小
こ

先
さき

　勇
ゆう

輝
き

、
大
おお

田
た

　義
よし

也
なり

、前
まえ

川
かわ

　大
ひろ

樹
き

、
笹
ささ

村
むら

　拓
たく

斗
と

、中
なか

野
の

　駿
しゅん

介
すけ

、
姉
あね

ヶ
が

山
やま

　怜
れい

、春
はる

吉
よし

　創
そう

一
いち

女子
HC向原（向原小学校）
池
いけ

元
もと

　千
ち

紘
ひろ

、出
いで

田
た

　音
おと

希
き

、
児
こ

玉
だま

　三
み

奈
な

、小
お

田
だ

　若
わか

菜
な

、
斎
さい

藤
とう

　小
こ

夏
なつ

、中
なか

村
むら

　碧
あお

衣
い

、
安
やす

木
き

　真
ま

美
み

華
か

平成26年度全国高等学校総合体
育大会兼高円宮
賜牌第47回全
日本高等学校
アーチェリー��
選手権大会（リ
カーブ部門女子
団体）
吉 田 高 等 学 校
アーチェリー部
喜
き

連
れ

川
かわ

　朱
あか

音
ね

、
森
もり

岡
おか

　夏
か

帆
ほ

、
屋
や

藤
とう

　玲
れい

夏
か

平成26年度全
国高等学校総合
体育大会
（男子新体操団
体）
三次高等学校体
操部
国
くに

岡
おか

　司
つかさ

（向原
中学校出身）、
益
ます

原
はら

　匡
ただし

（向原
中学校出身）

（空手競技男子団体組手）
学校法人呉武田学園呉港高等学校
空手道部
坂
さか

口
ぐち

　元
げん

太
た

（吉田中学校出身）

平成26年度全国高等学校総合体育
大会兼高松宮記念杯第65回全日本
高等学校ハンドボール選手権大会
男子
向原高校ハンドボール部
田
た

上
がみ

　貴
たか

大
ひろ

、増
ます

田
だ

　武
たけ

志
し

、
實
さね

藤
とう

　大
だい

地
ち

、田
た

原
はら

　啓
けい

太
た

、
高
たか

島
しま

　翔
しょう

大
た

、森
もり

岡
おか

　和
かず

樹
き

、
高
たか

吉
よし

　祥
しょう

一
いち

郎
ろう

、中
なか

山
やま

　翔
しょう

太
た

、
小
こ

谷
たに

　和
かず

就
なり

、塩
しお

崎
ざき

　竜
りゅう

也
や

、
板
いた

村
むら

　誠
まこと

、岡
おか

部
べ

　光
みつ

樹
き

、
狩
かり

山
やま

　拓
たく

磨
ま

、鑄
い

鍋
なべ

　優
ゆう

作
さく

女子
山陽高等学校
國
くに

廣
ひろ

　紗
さ

弥
や

香
か

（甲田中学校出身）、
塩
えん

谷
や

　緋
あか

子
ね

（甲田中学校出身）、
平
ひら

川
かわ

　結
ゆ

衣
い

（甲田中学校出身）　

第45回日本少年野球選手権大会
（男子硬式野球）
ジャイアンツカップ全日本中学�
野球選手権大会（男子硬式野球）
安芸高田ボーイズ
竹
たけ

邊
べ

　聖
せい

悟
ご

（美土里中学校）、
平
ひら

川
かわ

　蓮
れん

（吉田中学校）、
湯
ゆ

浅
あさ

　隼
しゅん

太
た

（吉田中学校）、
藤
ふじ

井
い

　亮
りょう

輔
すけ

（吉田中学校）（日本
少年野球選手権大会のみ出場）、
渡
わた

辺
なべ

　恭
きょう

平
へい

（新庄中学校）（甲立
小学校出身）、
津
つ

田
だ

　隆
り ゅ う

宇（新庄中学校）（小田
東小学校出身）
NPBガ ー ル ズトーナメント
2014（女子軟式野球）
広島県代表チーム
沖
おき

田
た

　茉
ま

優
ゆ

（小田小学校）、
金
かな

井
い

　梨
りん

花
か

（可愛小学校）、
上
かみ

川
かわ

　愛
あい

花
か

（船佐小学校）

全国大会等出場　おめでとうございます（7月～ 8月開催分）

平成26年７月１日委嘱
山
やま

本
もと

　康
やす

則
のり

さん（甲田町・再任）

人権擁護委員に
委嘱されました甲田町夏季ラジオ体操会実行委員会

　ラジオ体操の積極的実践を通じて、ラジオ体操の普及活動に貢献し国民の健康
増進に寄与した功績が評価され、この度、表彰されました。おめでとうございます。

平成26年度　ラジオ体操優良団体等表彰　広島県表彰　おめでとうございます

9月9日は
『救急の日』
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およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

瀬 野 杏
こ

夏
なつ

藤 野 克
か

那
な

斗
と

中 村 莉
り

子
こ

新 堂 悠
はる

人
と

作 田 悠
ゆう

晴
せい

平 義 常 子
土 河 昭 曹
武 田 邦 夫
児玉 美智子
寺戸 ヱミ子
藤井 千代子
榎　美惠子
河 野 正 信
清原 シズ子

合 原 晃 枝

清本 紀代子

山 田　 進
小笠原 ヨシミ
宮 岡 和 枝
永 井　 優
小笠原　壽
藤 原 道 裕
安 田 冨 男
垣 内 金 江

住 川 信 子

山 口 義 昭
伊藤 ツユコ
岩 岡 凱 士
岡田 アキヨ
岡 原 博 美

岡 村 孝 子
今町 ヨシ子
小早川 カズコ
宮 田 智 行
山 根 良 信
多門寺　勲

吉 宗 正 男

正田 ミヨ子
望 月 靜 代
政岡 ツヤコ
幸 田　 智
西丸 タツヱ

清 水 捺
なつ

生
き

向 井 菜
な

夏
な

髙 本 心
こ

夏
なつ

岡 下 月
で ぃ あ な

女 神
山 本 悠

ゆう

晴
せい

秋 田 大
や ま と

和

引 地 勇
はや

人
と

凝 重 果
か

奈
な

田 原 海
あま

音
ね

花 登 結
ゆ

月
づき

雁 林 花
か

乃
の

音
ん

近 永 一
いち

花
か

小 笠 原　 秀
しゅう

吉 田 町
（女）
（男）
（女）
（男）
（男）

（女）
（女）
（女）
（女）
（男）
（男）

（男）
（女）
（男）

（女）
（女）

（女）
（男）

八千代町

美土里町

吉 田 町
（ 常 友 ）
（ 常 友 ）
（ 常 友 ）
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（多治比）
（ 桂 ）
（ 中 馬 ）
八千代町
（佐々井）

（ 上 根 ）
美土里町
（ 北 ）
（ 北 ）
（ 北 ）
（ 北 ）
（ 北 ）
（ 桑 田 ）
（ 生 田 ）
（ 本 郷 ）
高 宮 町
（来女木）

（来女木）
（来女木）
（来女木）
（ 川 根 ）
（佐々部）
甲 田 町
（上小原）
（上小原）
（上小原）
（下小原）
（下小原）
（高田原）

（ 深 瀬 ）
向 原 町
( 坂 )
( 坂 )
( 坂 )
( 坂 )
(戸 島)

89
83
61
86
81
85
82
80
93

96

78

95
92
82
88
74
38
81
81

90

76
89
70
93
78

82
72
89
79
84
96

80

86
87
90
69
100

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳

歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳

歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳

歳
歳
歳
歳
歳
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